























ピングの報告は限られている（11-13）。また、それらは大学 3、 4 年次の学生を対象としており、
臨地実習等の実践経験の少ない学生を対象としたものは少ない。実習のレディネスの向上や早
期からのストレス対処能力の獲得からすれば、早い段階から適切な対処行動が必要であり、大




























ストレッサ （ー物質的なストレッサーや身体的健康面に関わるストレッサー）」 の 4 下位尺度（各
8項目）で構成される。質問項目に関する評価法は、最近 3ヶ月以内にストレッサーを 「経
験しない・感じない（ 0点）」 から 「とても気になった（ 4点）」 について該当するものを選
















3．解 析 方 法
　解析対象とした145部について記述統計を算出後、大学生日常生活ストレッサー尺度および
BSCP の下位尺度の得点と基本属性について、差をt検定により比較した。また、大学生日常
生活ストレッサー尺度および BSCP の下位尺度の関連性について Pearson の相関係数を算出
した。更に、大学生日常生活ストレッサー尺度の各下位尺度の得点を中央値で高低（以下、得点








Ⅲ．研 究 結 果
1．対象者の特徴と大学生日常生活ストレッサー尺度、BSCPの関連
　解析対象とした145名の特徴について表 1に示した。平均年齢は20.06±1.80歳、 9 割が女性
であり、一人暮らしの者が半数を超えた。
　基本属性と大学生日常生活ストレッサー尺度、BSCP の関連について表 2− 1、表 2− 2 に
示した。大学生日常生活ストレッサー尺度における下位尺度では、大学・学業ストレッサーの
得点が最も高く、次いで実存的ストレッサーの得点が高かった。物理的・身体的ストレッサー



























平均得点 12.82±7.08 10.29±6.81 14.26±5.81 9.94±5.44
性別
女性 12.85±6.85 10.33±6.81 14.12±5.76 9.86±5.20
男性 12.45±9.90  9.82±7.17 16.00±6.53 10.91±8.10
所属大学
A大学 12.78±7.12 11.45±7.22 15.04±5.57 9.95±5.72
B大学 12.84±7.10  9.58±6.48 13.79±5.94 9.93±5.29
居住形態
家族と同居　 11.93±7.05  9.99±6.71 13.73±5.79 8.55±5.14**
一人暮らし 13.59±7.07 10.55±6.93 14.72±5.84 11.13±5.44
平均±標準偏差。t検定：*P＜0.05、**P＜0.01










平均得点 8.08±1.85 7.95±2.05 8.30±2.39 4.85±2.01 6.52±2.10 7.48±2.89
性別 女性 7.99±1.82** 7.92±2.00 8.34±2.43 4.81±1.91 6.50±1.99 7.49±2.11
男性 9.27±1.90 8.36±2.62 7.82±1.94 5.36±2.98 6.73±3.26 7.45±3.14
所属大学 A大学 8.02±2.14 7.55±2.12 7.85±2.34 5.04±2.32 6.40±2.22 7.02±1.90**
B大学 8.12±1.66 8.20±1.97 8.57±2.27 4.73±1.79 6.59±2.03 7.77±2.31
居住形態 家族と同居 8.00±1.90 7.63±2.15 8.25±2.33 5.00±2.29 6.39±2.13 7.12±2.08
一人暮らし 8.15±1.81 8.23±1.93 8.33±2.46 4.72±1.74 6.63±2.08 7.79±2.25
平均±標準偏差。t検定：*P＜0.05、**P＜0.01。BSCP：Brief Scales for Coping Profile
2．大学生日常生活ストレッサー尺度とBSCPの相関


























実存的ストレッサー -0.16  -0.19* -0.12  0.07  0.20* -0.19*
対人ストレッサー -0.08  -0.23** -0.09  0.12  0.21* -0.20*
大学・学業ストレッサー -0.21* -0.24** -0.11  0.15  0.14  -0.24**




























低群 13以下 78（53.8） 8.24±1.90 8.13±2.16 8.40±2.38 4.87±2.10 6.35±2.19 7.65±2.25
高群 14以上 67（46.2） 7.90±1.79 7.75±1.91 8.18±2.42 4.82±1.90 6.72±1.98 7.28±2.12
対人
ストレッサー
低群 9以下 79（54.5） 8.20±1.63 8.37±2.13** 8.43±2.30 4.71±1.90 6.29±2.08 7.76±2.17
高群 10以上 66（45.5） 7.94±2.08 7.45±1.85 8.14±2.51 5.02±2.13 6.79±2.11 7.15±2.19
大学・学業
ストレッサー
低群 15以下 85（58.6） 8.33±1.82 8.24±2.07* 8.46±4.23 4.66±1.79 6.27±2.18 7.73±2.22
高群 16以上 60（41.4） 7.73±1.84 7.55±1.97 8.07±2.34 5.12±2.26 6.87±1.94 7.13±2.11
物理・身体的
ストレッサー
低群 9以下 81（55.9） 8.20±1.75 8.23±2.18 8.28±2.30 4.93±2.17 6.42±20.7 7.54±2.29
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